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三沢市生活支援・介護予防体制整備推進協議会（概要） 

会議名称 第２回三沢市生活支援・介護予防体制整備推進協議会 

開催日時 平成３０年６月１日（金）１３時３０分～１４時４５分 

場  所 三沢市総合社会福祉センター ホール１・２ 

出 席 者 

委員（敬称略） 

会長 宮古 直志 委員 三上 雅代 

委員 大森 和子 委員 中平 智弘 

委員 伊澤 タネ 委員 髙田 ひとみ 

委員 大森 スヅエ 委員 成田 健一 

委員 及川 カツ子 委員 沼宮内 千春（欠席） 

委員 髙松 朝子 委員 市川 裕子（欠席） 

委員 浪岡 博司   

情報提供者（同上） 

社会福祉法人三沢市社会福祉協議会 

係  長 渡辺 恵       嘱託職員 山本 紀雄 

臨時職員 瀬川 歩美 

事務局 

三沢市福祉部介護福祉課 

     介護福祉課長 寺澤 寿子    課長補佐 柿本 尚人 

高齢福祉係長 酒井 健至    保 健 師 内村 憲司 

議事案件 

（１）生活支援・介護予防体制整備事業について 

（２）平成２９年度 三沢市生活支援体制整備事業について 

（３）南部地区の要望事項への対策について 

（４）その他 

議事概要 

（１）生活支援整備事業について 

《事務局より、資料に基づき説明あり》 

《疑義等なし》 

  

（２）平成２９年度三沢市生活支援体制整備事業について 

《三沢市社会福祉協議会より、資料に基づき説明あり》 

● 高松委員：民生委員など、ボランティアが訪問する際、「おらほの寺子屋」に参加してい

る高齢者と違い、訪問時に踏み込んだお話をしてくれない人もいると思っている。ボラン

ティア１人ではなく、各町内の民生委員とタッグを組んで歩いていけば、自宅から外に出

られない人たちとの話も聞けるのではないか。 

● 事務局：事務局としては、ご指摘の通り寺子屋などは元気な方ばかりなので、家から出

ない方や、どのようにすれば外に出て活動するのかも含め、そのような地域課題に対して

もできることであれば少し掘り下げて調査をしていただければと思う。 

● 宮古会長：そのほか、ご意見はないか。 

● 大森和子委員：高松委員がおっしゃったように、認知症の人はご夫婦のうち本人はデイ
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サービスなど介護サービスを使いながら支援があるが、本人でなく家族の抱える悩みに対

してどのような支援や相談があるか。 

● 事務局：認知症の方もしくはご家族の方への情報交換の場として、毎月１回「おれんじ

カフェ」が開催されている。だがこういうご意見があるということは、まだ皆様へ周知が

十分でないと思うので、周知も図って参りたい。 

● 大森和子委員：場所は私も分かっているが、そのような場に出て来られるような方は少

し元気になった方ばかりであり、実際は大変であることを認識していただいたうえで踏み

込んでいただけると助かる。 

● 宮古会長：介護関係の皆様からアドバイスなどいかがか。 

● 中平委員：在宅介護支援センターは担当する地域のなかで活動しているが、住民に来て

もらうというよりも、アウトリーチ、その家に訪問する支援を中心に行っている。専属の

スタッフもいるので、継続的な支援も含めて調整や相談できるかと思う。 

● 高松委員：それらが一般の人や本当に必要な人は認識していないと思う。市民の皆様に

知ってもらうためには、回覧板や自宅に掲示できるチラシなどを配布すれば、見えるとこ

ろに貼ってくれると思う。 

● 宮古会長：ここまでの話をまとめると、大きく２つ出てきている。ひとつは、認知症な

ど介護が必要になった場合の家族の方への支援、もう一つは在宅介護支援センターの周知

についてである。それぞれ担当する関係部署で取りまとめてやっていただくとしていただ

きたい。社会福祉協議会では、これについて何かご意見はあるか。 

● 三沢市社会福祉協議会：介護者の方の情報交換や研修の場として「在宅介護者の集い」

という行事を開催している。バスで移動し、その日１日は同じ介護者同士で情報交換やリ

フレッシュを行っている。年１回企画し、今年度は７月頃の開催を予定している。もし委

員の皆さんの周りの方で困っていたり気晴らししたりした方がいいなという方があればぜ

ひ紹介していただければと思う。 

● 宮古会長：社会福祉協議会のほうでも、介護者の集いという事業のなかで年１回行って

いるので、そういう事業もぜひ利用していただきたい。ほかに意見等あるか。 

● 成田委員：今回、生活支援体制整備事業ということで、社会福祉協議会が南部地区を中

心にヒアリングを実施していただいたが、今後地区を拡大するご予定はあるか。 

● 三沢市社会福祉協議会：本来であれば、地区毎に比較する目的で市内全域を回る案も出

されていたが、初めての取り組みであり職員も勉強しながらということで２年間かけて行

う計画とした。昨年度は南部の１地区を行い、今年度は残り３地区すべて行う予定である。 

● 宮古会長：社会福祉協議会から、このような回答があったが、これでよろしいか。 

● 成田委員：はい。 

● 宮古会長：ほかにご質問、ご意見等はないか。はい、中平委員。 

● 中平委員：私たちも、各在宅介護支援センターで家族介護者教室として年４回企画して

いるが、例として我々の在介では７月に予定しており、講義や調理実習を計画しておりま

すがこれらの活動についての情報が伝わっていないと感じる。私たちは一人暮らしの方へ

の調査を行っているが、世帯情報など把握しきれていないので、そういった情報を私たち

もいただきたいと思うのと、うまく連携していければ、より良い支援につながっていける

と思う。 

● 伊澤委員：寺子屋とかに来れる人はいいが、来るのが難しい人やデイサービスに行きた

くないと言っている人が、デイサービスに行くようにする方法が何かないかと思っている。 

● 宮古委員：事務局サイドではいかがか。 

● 事務局：デイサービスが自宅に出向くということには、その要件として介護保険制度に
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よる介護認定を受けた方でないと利用することができないということになる。 

● 大森和子委員：こちらは認定を受けさせたいと思うが、家族が受けさせないといった例

もみられる。 

● 成田委員：これは非常に難しい問題で、ご家族の受け入れに隔たりがあることもあるよ

うなので、今後はそこに対する解決方法など、この生活支援体制の基盤づくりの中で相談

員の受け入れなど協議できたらよいのではないか。私共在宅介護支援センターでも一生懸

命に努めているが、家族との壁や隔たりを解決していくには少し時間を要している。 

● 大森和子委員：私が介護を経験した当初は、自分自身で頑張ってみると思いほかの人を

家に入れたくなかった。しかし自分がお手上げになり支援を要請するころには、介護する

自分も含めて様々なところで支障が出てくるのだと思う。 

● 成田委員：ここでお話している互助の力、地域の仲間づくりとか誰かに相談できること

や、いきなりサービスを供給する側ではなく周りの地域との関わりをもつ機会をつくれる

ようなシステムが求められている気がする。 

● 高松委員：近所にいる高齢の夫婦で、夫の認知症状が強くなり施設に入ることとなった。

現在妻が一人で生活しているが、妻は民生委員の顔が分からないため、民生委員が呼鈴を

鳴らしても家から出てこないということがあった。近所と普段の付き合いがなくなってい

くと交流や情報交換がますます難しくなっていくので、日頃の付き合いから大切にしてい

かないといけないのではないか。 

● 宮古会長：皆さんのお話からいろんな意見が出たので、すぐに結論は出ないが、事務局

サイドでもこのような情報収集しながら要望を吸い上げ、次回の会議に向け一つの課題と

して取り組んでいただきたい。 

 

（３）南部地区への要望事項への対策について 

   《三沢市社会福祉協議会より、資料に基づき説明あり》 

● 宮古会長：交通手段に関するものとしては、路線バスに対する要望と、ちょっと出かけ

る際の交通手段に関するものと、大きく二つに分かれるかと思う。路線バスに関しては三

沢市で地域公共交通会議という大きな会議があり、そこで審議されているのでこちらは置

いておいて、ちょっと出かける際の交通手段に関するものについて、これを踏まえて皆様

からのご意見をいただきたいと思うがいかがか。 

● 伊澤委員：１００円バスに関する要望を町内会の会議で十数年に渡り訴え続けているが

通らず、タクシーを使わざるを得ない状況である。 

● 宮古会長：私が先ほどお話しした地域交通会議では、陸運局とか国の機関、十鉄バスな

どいろんな団体が出席する会議が行われている。事務局としても公共交通に関する対応策

等検討していただきたい。 

● 高松委員：１００円バスが走っているが、行きと帰りとで停まる場所が違う等、高齢者

には把握できないのではないか。 

● 宮古会長：ただいま１００円バスの話が出たが、市のほうでルートとかバス停とか載っ

ているパンフレットはお持ちではないか。 

● 高松委員：高齢者は、もらっても見にくく使い物にならないと思う。また、市立病院に

大きな路線図があるが、どっちへ行ってどっちから来るくるんだかまったく分からない。

ところで、高齢者のなかには病院の受診が多い人もいるが、例えば、お互いに距離の近い

３人がグループになり同じ病院に行くのにタクシーで相乗りするのはいいのではないかと

思うが難しいだろうか。 

● 宮古会長：今お話しになったことを確認させていただくが、地域の方がまとまって同じ
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交通手段を使って行けるような枠組みがあればいい、というお話でよろしいか。 

● 高松委員：はい。ほかの自治体でもやはりそれをやるとなると、それはやはりシステム、

や枠組みが必要になってくると思うので、取組につなげていただきたいと思う。 

● 高田委員：一部の医療機関では、患者さんの送迎を病院でやっているが、こういったこ

とが三沢市でもできないか。 

● 宮古会長：ここで話をしてもつきないと思いますので次に行くが、次に日常生活につい

てさきほど概要説明があったが皆様からご意見はないか。 

● 高松委員：市内のスーパーで移動販売が始まり皆さん喜んでいる。曜日を決めて、今日

なかったらそこで注文を取って次回持ってきてくれる。町内を何か所か回って歩いてもら

えると助かるので、増えてくれるといい。 

● 宮古会長：そういうのを踏まえて、どういう形で支援へ結びつけていくのか、いい一つ

の参考意見になると思う。そのほかに何かご意見はないか。 

● 伊澤委員：市民の森の温泉の無料券を使っていない人が多いのではないか。ほかの温泉

にも入れるようにしてほしいと周りから言われる。例えば、無料の回数券で５枚くらいと

かでいいので、ほかの温泉にも無料券をやってほしい。確か議会とかでもそのことを話し

ていたと聞いていたが。 

● 事務局：３月の議会で、佐々木議員から出ていた。ではご意見として、はい。 

● 宮古会長：それは、一応ご意見ということで事務局の方でメモしていただきますので。

すぐには無理だと思いますが、多くの皆様からの意見をもとに事務局の方で検討していた

だければと思う。そのほかにないか。 

● 伊澤委員：最近、「ミサイルが飛んだ」「どこへ逃げたらいいんだか」など家に何回か電

話が来て聞かれたことがあったので「どこにも逃げないで家の中にいなさい」と答えたが、

逃げる場所とか困っている人もいるようである。 

● 宮古会長：事務局として、市としては何かの応対などあるか。 

● 事務局：広報に掲載されており、窓から離れた場所に避難するとか、頑丈な建物の中に

待機するとか書いてあると思った。 

● 及川委員：たぶん誰も読んでいないと思う。 

● 事務局：この件のような不確定要素の部類がたくさんあり、それらすべてに対応するの

に万全というものは無理だと思うので、ある程度そういう危機感をもって対応し、役所か

ら情報等があった際にはいろいろ参考にしていただきたい。そのほかに何かないか。なけ

れば、本日いただいた意見を踏まえ事務局でも検討していただき次回の会議でお諮りした

いと思うがそれでよろしいか。 

《委員より「はい」との応答あり。》 

 

（４）その他 

《事務局より生活支援コーディネーターの配置及び協議体の設置に関する情報提供あり》 

● 伊澤委員：町内会に入っていない人がとても多い。６割以上の人が入っていない。入る

方法とかないのかなと感じている。 

● 高松委員：私の町内会でも同様である。 

● 伊澤委員：町内会に入っている人とそうでない人の差が大きいので、どうにかして町内

会に入る方法がないのかと思う。 

● 宮古会長：役所の方でも永遠の課題のように認識しており、努力していると伺ったこと

がある。今回伊澤議員からご意見を踏まえた対応が必要ということで、いい意見だと思う。

そのほかに何かあるか。 
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● 及川委員：ご近所サポーターであるためか、車で病院とかお風呂、買い物とかに乗せて

いってくれとお願いされる。乗せたくないわけではないが、万が一事故を起こしたり何か

あったらと思うと心配である。 

● 宮古会長：これはボランティアの延長線とは言え、何かと責任が出てくるところなので

それは相手と一線を引いていかなければならず、あとはご自身の判断となるところで非常

に難しい問題であると思う。 

● 及川委員：ご近所サポーターが支援を行うことで、家族は何もしなくてもいいと誤解さ

れるのではないかと長らく思っていた。 

● 宮古会長：ご近所サポーターを受ける側が誤った認識をもっている可能性もある。そこ

で一つの提案として、ご近所サポーターがやるべきことと、受ける側がやるべきこととを

明確にしていったほうがいいということでよろしいか。 

● 及川委員：はい。 

● 宮古会長：事故があった場合の責任や賠償などきちんとしないといけないので、事務局

でもまとめていただきたい。ほかに皆様からご意見はないか。なければ、以上をもちまし

て本日の案件はすべて終了する。委員の皆様には長い間御協力ありがとうございました。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


